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研 究 内 容 

人類の約 70%は何らかの慢性多因子疾患(生活習慣病)あるいは先天異常を有し、これら疾患は遺伝的素因に加え、主

として生活環境因子により発症するとされている。したがって、これら疾患の病態解析は、疾患の診断、治療、予防

に極めて重要であり、ヒト組織、疾患モデル動物を用いた解析、評価系の開発および研究は、医薬品等の有効性・安

全性評価にも不可欠である。野村は、30年以上にわたり、放射線、医薬品・食品添加物や環境有害物質の個体発生へ

の影響、生殖細胞を介した次世代への影響について病態解析と遺伝解析を行っている。また、その過程で多くの疾患

自然発症マウス(変形性骨関節症、アカラシア、情動行動異常等)、マウス固体での高感度多種障害(突然変異、がん、

奇形、等)検出系、ヒト臓器組織長期維持重度複合免疫不全マウス(Super-SCID)を作成した。これら研究システムを用

い、ヒト疾患の病態解析と遺伝解析、創薬・安全性研究、遺伝子治療・免疫療法、ヒトがん発生・転移治療研究を行

う。 
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